
 

資料３ 

 

市立保育所の今後の在り方について 

～市立保育所の今後の整備計画について～ 

 

 現在の市立保育所は、昭和４０年代後半から５０年代に建てられているもの

が多くあります。将来に向け、地域における保育ニーズやそれぞれの施設の耐

用年数等を踏まえ、計画的に整備を行っていく必要があります。 

 

 また、こども家庭庁によると、令和５年４月１日時点で、全国の８６.７％

の自治体で保育所等における待機児童が解消されている中、本市の待機児童数

は３９人となっており、私立保育所・認定こども園ではその充足率（入所児童

数／利用定員）が１００％を超える園が多数ある中、市立保育所にあっては、

保育士確保の課題や提供する保育時間が短時間のみの園があるなどの理由で、

その平均充足率は８２．９％となっています。 

 

 よって、近年の市立保育所の整備については、待機児童の解消を目的とし、

保育室の改修等を行い、必要な保育士数の維持・確保を行いながら、低年齢児

の受入れ児童数の拡大を図りたいと考えています（なお、砂山保育所では、令

和５年度から、長寿命化及び低年齢児の受入れ児童数拡大のための施設整備

を、行っているところです。）。 

 

 これらのことを踏まえ、近年における市立保育所の整備計画の策定について

検討いただくため、本子ども・子育て会議に幼児教育・保育部会を設置し、令

和６年度中に、計画の方向性、整備の順番と時期、一部改修や統廃合等の整備

の方法や運営面も含めた、具体的な計画について、ご協議いただきたいと考え

ています。 

 


